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平成 年度教育課程実施状況調査( )の13 2001
５年の結果を見ると割合に関する問題の正答
率は ％を下回り，無答率も ％を超えて20 35
いる。この結果からわかるように，割合の学
,習は一般的に難しいと言われている（沢田



































































数の乗除法 「割合 ，６年では 「分数の乗除」 」 ，
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５年 ％，６年 ％であり，問題６(図71.6 60.6




































































金井は，昭和 年から平成 年まで行わ27 10
れた比較的規模が大きな調査から，時代別に
割合に関する子どもの実態を分析し，以下の









年 年昭和 昭和 昭和 昭和 平成35 36~ 46~ 55~ 4
以前 年 年 年 以降昭和 昭和 平成45 54 3
57.4% 56.1% 72.0% 57.5% 67.5%第１用法
60.9% 59.9% 77.0% 79.4%第２用法
49.0% 48.1% 63.7% 56.0%第３用法
小学校６年生の時代別正答率の変化表２
年 年昭和 昭和 昭和 昭和 平成35 36~ 46~ 55~ 4
以前 年 年 年 以降昭和 昭和 平成45 54 3
28.9% 29.1% 55.4% 51.2% 64.8%第１用法
35.3% 38.8% 74.9% 60.4%第２用法


























和 年と昭和 年から平成３年までのカテ54 55
ゴリーを比較すると，第１用法の問題で正答


































































































， ， ，人もいるが 実は 割合や比が使われる場は
」比例の関係が見られる場でなければならない
( )と述べている。p.84


























ができる。一方， で示したように 「小数2.2 ，


























































，「 」 ，図を用いた具体的な活用法を示し 比例 では
２本の数直線を変形させ，グラフ指導へと繋
げる発展的な扱いまで示している。


















か見られなかった。しかし 「乗法 「除法 「割， 」 」




















後は 「割合」を「乗法 「除法 「単位量当た， 」 」
















































































合概念の場合. 立命館人間科学研究, , 1-4
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